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本 日 の 説 明 事 項 

s 

. 都 市 再 生 整 備 計 画 ョ 

室 蘭 市 の 概 要 

. 室 蘭 駅 周 辺 地 区 都 市 再 生 整 備 計 画 事 業 の 概 要 

. ① 口 非 ネ ン シ ヾ ク ド ン シ ッ ド モ テ ル ル 和 駐 T に LT 

業 の 効 果 と 今 後 の 課 題 等 に つ い て 



1. 室 蘭 市 の 概 要 
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① . 室 蘭 市 の 概 要 

ま ち づ く り の 主 な 取 り 組 み 

@ 都 市 計 画 
・ ` 室 蘭 市 立 地 適 正 化 計 画 」(H③①.③ 策 定 、R⑥.③ 改 定 ) 
・ [ 室 蘭 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 」(R②.③ 改 定 ) 
・ ` 室 蘭 市 地 域 公 共 交 通 網 形 成 計 画 」(H③①.③ 策 定 、R⑥.③ 改 定 ) 
に 基 づ き 、 
コ ン パ ク ト ・ プ ラ ス ・ ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 持 続 可 能 な ま ち を 目 指 す 。 
昌 茶 牡 な 放 り 越 み et 
ヶ 抵 点 へ の 都 市 機 能 誘 導 ・ 居 住 誘 導 [ 藝菫茎嶌壽蓋成 B 

効 率 的 な バ ス 路 線 の 再 構 築 
点 結 ぶ 公 共 交 通 の 維 お ー ョ で ー ー r . み 拠 点 間 を 結 ぶ 公 共 交 通 の 維 持 A I o 



_ ②. 室 蘭 駅 周 辺 地 区 
都 市 再 生 整 備 計 画 事 業 の 概 要 
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i 室 薇 駅 周 辺 地 茎都巾 p 
ー に ー ニ エ ー 

E 整 備 計 画 ー ド e s 
) ) の 位 置 関 係 

」 市 策 化 区 域 (③,⑤⑨eha) 
[ 市 街 化 調 整 区 域 (③.⑧⑤②ha) 
| 屈 拐 誘 導 区 域 (①,①②⑥ha) 
| 部 雨 機 脈 誘 導 区 域 (④⑥⑥ha) 

ェ聞巾の都巾機能誘鮭亡域‥拠 

室 蘭 駅 周 辺 都 市 機 能 誘 導 区 域 (①②⑥ha) 

・ か つ て の 中 心 地 

特 徴 : 公 共 施 設 が 多 く 立 地 

東 室 蘭 駅 周 辺 都 市 機 能 誘 導 区 域 (③④0ha) 

・ 現 在 の 中 心 地 

特 徴 : 大 規 模 商 業 施 設 が 多 く 立 地 



② . 室 蘭 駅 周 辺 地 区 都 市 再 生 整 備 計 画 事 業 の 概 要 

都 市 再 生 整 備 計 画 作 成 の き っ か け 

@ 現 状 と 課 題 

図 書 館 、 青 少 年 科 学 館 、 総 合 体 育 館 の 老 朽 化 

・ 商 店 街 の 衰 退 

・ 旧 室 蘭 駅 舎 ( 国 の 登 録 有 形 文 化 財 ) の さ ら な る 有 効 活 用 

う 公 共 施 設 を 更 新 し た い ! で も 財 政 事 情 が ・・ ・ 

っ に ぎ わ い を 創 出 し た い ! ポ テ ン シ ャ ル は あ る は ず ・・・ 

社 会 資 本 整 備 総 合 交 付 金 都 市 再 生 整 備 計 画 事 業 で 実 現 で き そ う 
議 会 等 の 反 応 
・ 有 利 な 財 源 を 活 用 し て の 公 共 施 設 集 約 は 概 ね 総 論 で 賛 成 
・ 個 別 施 設 の 整 備 内 容 等 に 関 し て 市 民 意 見 聴 取 に 努 め る べ き 

⑧ 



2 室蘭駅周辺地区都…苛量_整備計画事業の概要 

地 区 の ポ テ ン シ ャ ル ( 港 ・ 歴 史 ・ 公共施設 公 園 ・ 商 店 街 等 ) を 総 動 員 し 、 
A ③ つ の 広 域 交 流 の 促 進 (③ つ の 広 域 交 流 へ 道 外 、 市 外 、 市 内 ) 
B 商 店 街 の 魅 力 向 上 等 に よ る 地 域 津 性 化 
C 回遊'性や総合フロテユ-ス力向上の取り組みにょり相乗効果を創出 
こ れ ら に よ り 交 流 人 口 拡 大 や 地 域 の 稼 ぐ 力 の 向 上 に つ な げ 、 賑 わ い の 再 生 を 目 指 

③ 空 き 店 舗 活 

ー
艸
 

① 歩 行 者 通 行 量 L2392 A = っ ⑧.⑤① 1A 

② 公 共 施 設 利 ヨ 者 数 ⑦⑤,⑨④① 人 — ①00,000 人 

件 数 i 森 ⑧ 傳 
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間
 

② . 室 蘭 駅 周 辺 地 区 都 市 再 生 整 備 計 画 事 業 の 概 要 
事 業 内 容 な ど 

事 業 期 間 : H③0 ぐ R③ の ④ カ ヵ 年 _ 交 付 率 50% 
交 付 対 象 事 業 費 : ⑤,③⑤③.0 百 万 円 交 付 限 度 額 : ②.,⑥⑦⑥.⑤ 百 万 円 

酸
 

~~~~~ 
① 

似 謀 謬 ハ ー ド 事 業 ソ フ ト 事 業 

X交付対象外事業も含めると総額て 85億円弱のフロシェクト 
※ え み ら ん 建 設 費 : 約 ③① 僧 円 、 ア リ ー ナ 建 設 費 : 約 ④③ 億 円 
※ 受 領 し た 国 費 は ②,⑥⑦⑥.⑤ 百 万 円 で 、 限 度 額 と 同 額 (①00% 配 分 ) 

10 



_ ③ . 地 方 再 生 コ ン パ ク ト シ テ ィ 
の モ デ ル 都 市 に つ い て 

%3 
7%2 
i, uroran 
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3. 地 方 傀 集 コ ン パ ク ト シ テ ィ ④⑥ モ デ ル 都 簡 に ぷ ふ て そ 

モ デ ル 都 市 と は ? 

都 市 の コ ン パ ク ト 化 と 地 域 の 稼 ぐ 力 の 向 上 に 、 ソ フ ト ・ ハ ー ド 両 面 か ら 取 り 組 む 都 市 

地 方 再 生 コ ン バ ク ト シ テ ィ の モ デ ル 都 市 (③② 部 市 ) SR 湧 定 ス ケ ゲ ジ ュ ー ル 
== Tt S e RS U S ot 

@ 平 成 ②⑨ 年 ⑨ 月 ニ ー ズ 調 査 

⑪ 月 ヒ ア リ ン グ 

@①② 月 ~ 平 成 ③0 年 ① 月 正 式 募 集 

@ 平 成 ③0 年 ② 月 現 地 調 査 

| ・ @③ 月 選 定 

H 啄 : 国 土 交 通 省 に ム ペ ー ょ 0 ※ 選 定 メ リ ッ ト は 国 費 の 重 点 配 分 
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0 テ ル 都 市 に す い て ⑤ イ 
と 

T 
T g, S パ ク ト シ 地 方 

特 徴 的 な 取 り 組 み 
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え ー 逢 栄 現 ト ッ ッ パ ド ッ シ テ マ モ デ ル 葉 謀 に つ い て 

特 徴 的 な 取 り 組 み 
文 公 共 施 設 の 集 約 

図 書 館 と 環 境 科 学 館 を 合 築 し て 、 公 共 施 設 床 面 積 の 総 量 を 抑 制 
延 べ 床 面 積 ①.⑥0③m 
= ⑧ 延 べ 床 面 積 ④,.⑦①②m① っ ①③⑦m の 削 減 

梨 ー ー 
A 市 立 室 蘭 図 書 館 S③③ 開 館 

延 べ 床 面 積 ③,②④⑥m o P, 

A 室 蘭 市 青 少 年 科 学 館 S③⑧ 開 館 

⑭



ぎ 李 方 接 伊 イ ン バ ケ タ ト シ イ の 入 デ ル 都 市 に つ い て 

特 徴 的 な 取 り 組 み 
文 公 共 施 設 の 集 約 ( ス ポ ー ツ 施 設 ) 

う 市 内 の ス ポ ー ツ 施 設 を 運 動 公 園 等 に 集 約 し 、 総 量 を 抑 制 
A - 

ま 0SUie ち ② 国 

ー 公 共 施 設 の 全 て を 維 持 で き な い ! 、 
SmMihOMRE ⑧ 
WAL ⑧ 

d⑧ カ 畠 グ ト シ ャ r エ ⑳ 

⑮



③ 目 唇 E ェ z パ み ホ ン テ ィ の モ テ A O T 

特 徴 的 な 取 り 組 み 

又 エ リ ア 内 の 回 遊 性 の 向 上 に 向 け た 取 り 組 み 

ぅ 旧 室 蘭 駅 舎 ( 道 内 最 古 の 木 造 駅 舎 ) と 隣 接 す る 公 園 を 一 体 的 に 整 備 【SL 活 用 】 

⑯
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③ 一 地 派 楊 今 ユ コ ネ パ タ ト シ テ ィ 0 モ テ ル 荷 陳 に > い て 

特 徴 的 な 取 り 組 み 

又 イ ベ ン ト 等 で 活 用 さ れ る 様 子 

燈 気 機 関 車 ̀D⑤①」 の 前 で ジ ャ ズ 演 奏 を 披 霊 す る 室 工 大 生 ら =⑥ 月 ③0 日 午 後 ② 時 ご ろ 

出 典 : 北 海 道 新 聞 

①⑧



す . 地 方 毒 生 コ W ト ミ ン テ a 談 i 都 市 に つ い て 

特 徴 的 な 取 り 組 み 
又 エ リ ア 内 の 回 遊 性 の 向 上 に 向 け た 取 り 組 み 

散 策 路 と し て 歩 い て も ら う 仕 掛 け と し て 、 案 内 板 を 整 備 【 エ リ ア 内 ⑦ 箇 所 】 

※ 過 去 に 設 定 さ れ て い た ル ー ト に 新 た な 要 素 を 加 え て リ ニ ュ ー ア ル 

= ウ ォ ー キ ン グ イ ベ ン トでの活用ゃ 健 康 ポ イ ン ト 獲 得 ス ポ ッ トなどで活用 

| . 
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e ュ ン バ ク シ テ ィ の 玉 デ ル 幅 市 に つ い て 

特 徴 的 な 取 り 組 み | ' 

支 商 店 衛 の 活 性 化 に 向 け た 取 り 組 み ) 

う え ま ち づ く り の ` 担 い 手 」 発 掘 、 遊休不動産盾用 創業支援 【まちプロ 

・ ト ー ク イ バ ン ト の 開 催 

AR 

⑤ 伽伽 

まちつくり⑬ ト ー ク イ ベ ン ト 橿」 
国 @ 中 失 町 I S 

浜 町 ま ち な か 
ジ ン ギ ス カ ン B ' 

-..-8/31 

ー ee 

~ = 

20



3. ① 出 方 絵絵 a ト シ テ ィ の モ デ ル 都 市 に つ い て 

特 徴 的 な 取 り 組 み 

ト ー ク イ ベ ン ト の 様 子 

入 ⑨ 序 

な か ま づ く り の 場 と し て 、 堅 く な ら ず に 自 由 に 語 り 合 え る 雰 囲 気 づ く り 

21



ー
 
ト 

③ _ 地 方 再 生 コ ン バ ク ト シ テ ィ の で モ デ ル 都 電 に つ い て 

特 徴 的 な 取 り 組 み _ 
・ ま ち な か の オ ー プ ン ス ペ ー ス を 活 用 し た 、 にぎわいつくりの実証実験 

さ ⑤ か 0W 与 ク ( パ ン ド ト で Q 出 き 柏 m ッ 

目 的 : ポ テ ン シ ャ ル の 確 認 と 市 民 活 動 の き っ か け づ く り 

行 政 の し た ご と : 場 所 と 設 備 の 提 供 と 人 う つ な ぎ 
# i ` 



」
 

w118 E ド ー ピ ン フ ヾ ク ト ミ ン て ⑦ モ デ リ レ 都 市 O A で 

特 徴 的 な 取 り 組 み 

・ ま ち な か の オ ー プ ン ス ペ ー ス を 活 用 し た 、 に ぎ わ い づ く り の 実 証 実 験 

令 和 ③ 年 ⑦ 月 ③ 日 お 披 露 目 会 
—— _ I ) 」 ' g s 



3. 地 方 再 

特 徴 的 な 取 り 組 み 
・ ま ち な か の オ ー プ ン ス ペ ー ス を 活 用 し た 、 に ぎ わ い づ く り の 実 証 実 験 

EO R T A DOETIEHICDOWNT 

k ラ ェ ー 閻 訣 オ ー プ ン 以 降 の 利 用 例 
` ・ キ ッ チ ン カ ー に よ る 飲 食 の 販 売 

- ラ ジ オ 体 操 
・ 小 物 製 作 ワ ー ク シ ョ ッ プ 
・ 書 道 教 室 
・ コ ス プ レ イ バ ン ト etc 

⑨ ヶ 月 間 で ⑧0 を 超 え る 

イ バ ベ ン ト 利 用 の 他 、 通 常 の 公 園 の 
よ う な 憩 い の 場 と し て の 利 用 も 



N④ UTOTa T 

②⑤ 

_ ④ . 都 市 再 生 整 備 計 画 事 業 の 
効 果 と 今 後 の 課 題 等 に つ い て



④ . 都 市 再 生 整 備 事 業 の 効 果 と 今 後 の 課 題 等 に つ い て 

さ 公 共 施 設 の 年 間 利 用 者 数 が 増 加 
く 科 学 館 > 
旧 館 : ③⑧,③⑥⑤ 人 = 新 館 : ④②,⑤②⑨ 人 

く 図 書 館 > 
旧 館 : ②⑨,③⑥④ 人 = 新 館 : ③0,.⑧⑤⑨ 人 

く 総 合 体 育 館 > ' 
旧 館 : ⑫①,⑧②0 人 = 新 館 : ⑫⑨,⑤⑥① 人 

※ 旧 館 の 人 数 は コ ロ ナ 前 の 平 成 ②⑧ 年 度 実 績 

※ 新 館 の 人 数 は 令 和 ④ 年 度 実 績 

②⑥



_ ④ . 都 市 再 生 整 備 事 業 の 効 果 と 今 後 の 課 題 等 に つ い て 」 

事業の幼果 匿 

X エ リ ア 内 の 空 き 店 舗 活 用 の 件 数 が 増 加 

H②⑥ へ ②⑧ で ① 件 H30~R2T8#%F 

r い 泥 d TS\ り Before After 
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画 防 火 ・ 準 防 火 地 域 の 変 更 計 画 図 

Bk 
表
 

S
 
排
 
半
 

②⑧ 



④ . 都 市 再 生 整 備 事 業 の 効 果 と 今 後 の 課 題 等 に つ い て 

事 業 の 効 果 
自 発 的 に に き わ い づ く り に 動 き 出 せ る 人 材 を 発 見 

オ ー ブ プ ン ス ペ ー ス 活 用 の 市 民 有 志 が 継 続 的 な 活 動 を 開 始 

` 中 央 町 た の し ま さ る 会 議 」 
SRR T eSSy エ ー 

® 



④ . 都 市 再 生 整 備 事 業 の 効 果 と 今 後 の 課 題 等 に つ い て 

に ぎ わ い を 持 続 的 な も の と す る た め に 、 公 共 施 設 ( 図 書 館 、 
科 学 館 、 総 合 体 育 館 、 公 園 ) 利 用 者 を ま ち な か へ 回 遊 さ せ 
る 官 民 連 携 体 制 の 確 立 v 

@ 民 間 主 導 の ま ち づ く り 、 に ぎ わ い づ く り の 動 き 【 民 間 の 行 動 変 容 】 

@ 民 間 の 発 想 の 実 現 に 向 け て 、 行 政 が サ ポ ー ト 【 行 政 の 行 動 変 容 】 

園 ま ち な か 居 住 ( 人 口 密 度 の 保 持 ) に 向 け た 施 策 

う 商 店 街 内 の 低 未 利 用 土 地 を 活 用 

ラ 共 同 住 宅 な ど の 建 設 を 促 す 

③0



さ ご MAUTOFan 
ー ャ 室 蘭 が 好 き 。 み ん な で 創 る 、 住 み 続 け た い ま ち 

地 方 再 生 コ ン パ ク ト シ テ ィ 関 連 事 業 に 関 す る お 問 い 合 わ せ 先 

室 蘭 市 都 市 建 設 部 都 市 政 策 諜 
TeL:0143-25-2592 

E-mail:toshikei@city.muroran.lg.jp 
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